
第５次男女共同参画基本計画の策定に向けたコンセプト（議論のためのたたき台）

目指すべき社会

社会情勢の現状認識

① 持続可能な活力ある我が国社会を次世代に引き継ぐため、また、SDGs（持続可能な開発目標）の達成のためには、男女共同参画・女性活躍が分野横断的な価値とし

て不可欠であり、あらゆる分野において男女共同参画・女性活躍の視点を常に確保し施策に反映する必要。次世代に向けたメッセージを打ち出すことも重要。【WG１、

WG２】

② 「30％目標」の達成とその先の「実質的な男女の平等の実現」に向け、ポジティブ・アクションも含め、人材登用・育成を強化する必要。【WG１、WG２】

③ 男女共同参画は、男性にとっても重要（男性がより暮らしやすくなるもの）であり、男女が共に進めていくもの。特に、男女共同参画を家庭や地域など生活の場にも広げ

ることが重要。その際、アンコンシャス・バイアス（無意識の偏見）も含め、性別に基づく固定観念が男女どちらかに不利に働かないよう取り組む必要。【WG２】

④ 人生100年時代を見据えて、男女が健康な生活を実現し、学び続け活躍し続けられる環境の整備、仕事と家事・育児・介護を両立できる環境の整備に取り組む必要。

【WG１、WG３】

⑤ AI、IoT等の科学技術の発展に男女が共に寄与するとともに、その発展が男女共同参画に資する形で進むよう取り組む必要。【WG２】

⑥ 女性に対する暴力をめぐる状況の多様化に対応しつつ、女性に対するあらゆる暴力の根絶に向けて取組を強化する必要。【WG４】

⑦ 多様な困難を抱えるすべての女性に対するきめ細かな支援を行うことにより、女性が安心して暮らせるための環境整備を進める必要。【WG４】

⑧ 頻発する大規模災害の経験も踏まえ、男女共同参画の視点による防災・復興対策を浸透させる必要。【WG３】

⑨ 地域の実情・特性を踏まえた主体的な取組が全国各地で展開されるよう、地域における様々な主体や男女共同参画センターとの連携強化を含め、推進体制をより一

層強化する必要。【WG３】

取り組むべき事項及び基本的な視点

１．少子・高齢化と未婚・単身世帯の増加
２．人生100年時代の到来
３．経済分野を中心に、女性のエンパワメ
ントが大きく進展

４．働き方改革、女活法等に基づく取組開始
５．AIなどの技術進歩（第４次産業革命）
６．国内外で高まる女性に対する暴力への

問題意識
７．頻発する大規模災害
８．SDGsの達成に向けた世界的な潮流

◇ 持続可能かつ国際社会に調和した経済社会の実現に不可欠な、男女の能力発揮
と意思決定への参画

◇ 男女共に自らの選択によって人生を設計することができる環境の整備

具体的には、
（１）女性登用や意思決定過程への女性参画の一層の加速
（２）生活の場（地域・家庭）における男女共同参画の一層の推進
（３）女性に対する暴力の予防・根絶
（４）高齢単身・ひとり親世帯など、生活上の困難を抱えるすべての女性への支援
（５）防災・復興における男女共同参画の視点の一層の強化
（６）SDGsのすべての目標の実現に必要な、ジェンダー平等の実現及びジェンダー視点

の主流化

取組が進まない場合、
・各人の意欲・能力を十分に活かせ
ず、生きづらい社会になりかねない

・多様な発想によるイノベーションが
生まれなくなる恐れ

・世界的な人材獲得競争に勝てなく
なる恐れ

Ⅰ 男女が自らの意思に基づき、
個性と能力を十分に発揮できる、
公正で多様性に富んだ、活力あ
る持続可能な社会

Ⅱ 男女の人権が尊重され、
尊厳を持って個人が生き
ることのできる社会

Ⅲ 仕事と生活の調和が図られ、
男女が共に充実した職業生活、
その他の社会生活、家庭生活
を送ることができる社会

今が我が国経済社会の持続的発
展を確保できるか否かの分水嶺で
あるとの認識の下、男女共同参画
に取り組むことが必要

どのような課題があるか

Ⅳ SDGsの達成に向け、男女共同参
画・女性活躍を分野横断的に主流化
し、様々な主体が連携して取り組む
社会

資料３


